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第Ⅰ編

流体の動力学

流体運動を記述する方程式の各項のもつ物理的意味を
把握することは，乱流力学を理解する鍵である．
本編では，運動方程式の数学的性質，乱れを記述する方程式，
乱れの発生，およびカオスについて考察する．







































第Ⅲ編

渦構造の力学

乱流中に存在する管状や層状の形をした渦構造は，
乱れや音の生成，熱や浮遊物質の拡散・混合，
あるいは摩擦抵抗の増大など，
乱流力学において重要な役割を演じている．
本編では，このような渦構造の運動力学を議論する．





































11.4節垂直渦度の消滅と渦線の取り込み
省略する



「第12章非一様乱流の渦構造」を省略する．悪しからず．

内容は以下．
12.1 混合層乱流の渦構造
12.2 縦渦構造の形成機構
12.3 2次元後流の渦構造
12.4 壁乱流の渦構造
12.5 壁乱流の渦力学

第12章の序文を引用しておく：

乱流中ではさまざまな渦運動が消えたり現れたり，
その存在が時間的に間欠的であるばかりでなく，
形態も千変万化し多様な振る舞いを示す．
しかし，剪断乱流中には，
流れの幾何学的拘束に由来する特徴的な構造をもち
比較的長時間持続する渦運動が見られることが多い．
そして，これらの渦運動は
浮遊物質の拡散や混合を盛んにするなど，
乱流力学において重要な役割を果たしている．
剪断乱流中の代表的な渦構造として，
ここでは２次元乱流混合層において
ケルビン-ヘルムホルツ不安定性により
巻き上がって生成する横渦と，
その３次元不安定性から発生する縦渦，
２次元後流のカルマン渦列，
および壁乱流中の渦構造を取り上げる．


